
NotebookLMを活用した
チャットボットの試行

導入の経緯

受け付けた問い合わせは職員が個別で回答。
定型的な質問が多数を占めているため、

NotebookLMを活用したチャットボットを導入し、
業務の効率化を目指す。

年間の電子ジャーナル問い合わせ

約270件

NotebookLMの設定

導入の状況と今後の見通し

⚫ 以下のソースを投入
➢ 京都大学図書館機構のウェブページ
➢ 個人情報等のマスキング処理を施した過去のメール

⚫ 学習ソースは非表示に設定

現在、学内の図書系職員内
で、NotebookLMのURL
を共有し、回答の精度を検
証。
職員の業務に活用できるよ
うさらなる精度向上を目指
す。

①学習ソース設定

②プロンプト設定

⚫ 京都大学図書館職員としての役割を指示
⚫ 学習ソースのみを根拠にして回答を提供
⚫ 客観的かつ事実に忠実なトーンを維持
⚫ 誠実で信頼できるガイドとして、簡潔で明確なコ

ミュニケーションを行う

その他、回答のロジック、個人情報の非表示、対話の
スタイルについて細かく定義。

取り組み事例①

おんどとりのIoT化による
貴重書室温湿度管理DX

取り組み事例②

導入の経緯

機器の老朽化と異常気象による、学内での空調故障の頻発

貴重書庫のより綿密な温度管理を「人手をかけずに」
行える体制の構築が必要。

ネットワーク接続

⚫ ティアンドデイ社のおんどとりTR7A2は、WPA2エ
ンタープライズ方式による無線LAN接続が可能
⇒京都大学の無線LAN「KUINS-Air」に接続可能

⚫ 無線LANのアクセスポイントは利用者がKUINS-Air
に接続する際に使用するものと共通
⇒設置済みの既存のネットワーク機器が使える

Googleスプレッドシート書き込み
⚫ おんどとりWeb StorageのWeb APIを用いて、

Google Apps Script(GAS)で温湿度データを取
得し、Googleスプレッドシートに記録する。

⚫ GASはトリガー設定により、以下の通り自動実行
➢ 1時間おきに最新の温湿度を取得し記録
➢ 日次で前日のデータをすべて取得し記録

⚫ メリット
➢ 過去のデータも一覧可能。
➢ スプレッドシートの閲覧権限を付与することで、全

学の図書担当者が閲覧可能（ID/PWの共有不要）。

参考にした先行事例→ 広島大学 東京大学

京都大学では、2024年1月に、情報環境機構、図書館機構、学術
情報メディアセンター、総合研究推進本部（KURA）等が協働し、研究
のライフサイクルに応じた研究データの管理・運営からデータ駆動に
よる新たな価値創造までを支援するデータ運用支援基盤センターを
設立した。図書館機構は主に研究データの公開・利活用部分の支援
を担当している。

これを強化することを目的とし、2025年度概算要求（教育研究組
織改革分（組織整備））に応募、採択となった。これにより附属図書館
に専任の教員が新たに2名着任し、体制を強化した。この教員の増に
より、教職協働を進め、主にオープンサイエンスや電子出版機能の分
野における研究開発機能を高度化している。

京 都 大 学

DX・AIを活用したサービス向上・人材育成にも積極的に！

AI機能を活用した
海外最新情報収集と人材育成

取り組み事例③

導入の経緯

スキルと言語の壁

⚫ 個人による情報取得努力と語学能力に頼ってきたが、
個々人に意欲はあっても、そのスキル差から個人差
ができてしまっていた。

⚫ テクノロジーの進歩、特に生成AIの出現により、「情
報収集スキルの壁」「言語の壁」が著しく低くなってき
た。

⚫ AIやツールを使って、この壁を取り払いつつ、組織と
して共有し、サービス向上と人材育成に取り組めない
か？

翻訳 ＆ 要約 ＆ チャットで共有！

また、図書館業務DX、オープンアクセス、デジタルアーカイブの推
進を中心とした本学研究成果の発信機能を強化するため、専門的知
識や実務経験を有する高度専門職人材を公募し、2025年4月に特
定職員3名を採用した。

データ運用支援基盤センター内には研究課題に対してその支援を
行うコンサルタントチーム（図書館職員、URA、情報系技術職員等で
構成）を設け、さらにコンサルタントチームと図書館機構とがスムー
ズに連携できるよう図書館機構内にも全学体制のオープンサイエン
ス推進連絡会（全学図書系職員による）を設置した。複数の組織の連
携により、本学における研究DXを創発するデータ駆動型研究及び
オープンデータとオープンアクセスを両輪とするオープンサイエンス
の推進を包括的に支援する体制を構築した。

サービス向上及び人材育成のためには、
オープンアクセスやデジタルアーカイブなど

海外先進事例等の情報収集は必須だが、

個人の努力に頼ってきた。

① Google Apps Script(GAS)でスクリプトを作成
② スクリプト内で Gemini APIを利用し、あらかじめ

指定したサイトやRSSを訪問し、翻訳 & 要約（3行指
定）を行う。

③ 毎日指定時刻に実行し、同時に指定チャットグループ
に送信

オープンサイエンス推進に向けた学内組織連携・教職協働体制の構築

国立大学図書館協会第73回総会 研究集会「国立大学図書館協会ビジョン2025 から2035 へ ―振り返りと展望―」ポスター発表
@ホテルイタリア軒（新潟市） 2026年6月18-19日

京都大学附属図書館研究支援課 青木真奈、長坂和茂、野中雄司

ティアンドデイ社によるインタビュー →
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